
弥
生
時
代
の
中
核
的
集
落
の
多
く
は
幅
五
㍍
前
後
、
深
さ
二
㍍
を
超
え

か
ん
ご
う

る
断
面
Ｖ
字
形
の
溝
を
巡
ら
せ
た
環
濠
集
落
で
あ
っ
た
。
環
濠
の
内
外
い

ず
れ
か
に
掘
削
し
た
土
を
積
み
上
げ
て
土
塁
を
造
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
弥
生
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
各
時
期
の
環
濠
が
発
見
さ
れ

よ
し

の

が

り

た
佐
賀
県
吉
野
ケ
里
遺
跡
は
代
表
的
な
遺
跡
で
、
こ
れ
ら
の
環
濠
集
落
は

防
御
的
性
格
が
強
い
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
後
期
の
そ
れ
ら
が
中
国
史
書

に
い
う
「
倭
国
乱
」
に
直
接
関
連
す
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
庄
内

式
土
器
が
使
用
さ
れ
る
こ
ろ
に
各
地
の
環
濠
は
埋
め
ら
れ
て
し
ま
う
が
、

こ
の
時
に
激
し
い
戦
闘
が
あ
っ
た
と
い
う
積
極
的
な
証
拠
は
ま
だ
少
な

い
。
西
日
本
を
広
く
巻
き
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
「
倭
国
乱
」
の
具
体
的

痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
日
常
生
活
に
最
も
身
近
な
土
器
の
急
激
な

拡
散
が
示
す
よ
う
に
、
古
墳
文
化
の
波
及
は
か
な
り
平
和
的
に
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ヤ
マ
ト
政
権
は
選
択
的
に
各
地
の
首
長
と
取
り
結
び
、

く
さ
び

前
方
後
円
墳
を
点
的
に
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
に
楔
を
打
ち
込
み

強
圧
的
に
勢
力
拡
大
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
卑
弥
呼
が
共�

立�

さ

れ
た
と
記
す
史
書
は
そ
の
辺
の
事
情
も
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
初
期
ヤ
マ
ト
政
権
は
前
方
後
円
（
方
）
墳
に
象
徴
さ
れ
る
祖
先

祭
祀
を
共
有
し
、
仮
想
的
な
同
祖
同
族
関
係
を
結
ん
だ
首
長
ら
に
よ
る
連

合
的
政
権
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

三

東
ア
ジ
ア
世
界
へ

海
の
正
倉

院
沖
ノ
島

む
な
か
た

沖
ノ
島
は
福
岡
県
宗
像
市
に
属
す
る
孤
島
で
、
宗
像
大

社
沖
津
宮
が
鎮
座
す
る
。
古
来
か
ら
我
が
国
と
朝
鮮
半

島
と
の
間
の
航
路
上
に
位
置
す
る
た
め
に
海
神
が
祀
ら
れ
て
き
た
。
神
社

関
係
者
以
外
無
人
の
島
は
厳
し
い
戒
律
が
敷
か
れ
、
現
在
で
も
上
陸
す
る

前
に
海
で
禊
を
行
う
。

こ
の
島
の
出
土
品
に
つ
い
て
は
、
古
く
江
戸
初
期
か
ら
関
心
が
払
わ
れ

図２―７８ 畿内地方の弥生土器から土師器への変遷
（柳本照男「土師器成立にはどんな意味があるか」『新規点 日本の歴
史 二・古代編Ⅰ』１９９３より）
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て
い
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
〜
四
十
六
年
に
か
け
て
三
次

の
学
術
調
査
が
な
さ
れ
、
遺
跡
の
詳
細
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

島
で
は
四
世
紀
か
ら
十
世
紀
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
る
質
量
と
も
に
豊

富
な
祭
祀
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
最
初
の
祭
祀
行
為
が
認
め
ら
れ
る
の

は
社
殿
の
周
囲
の
巨
岩
上
で
あ
る
。
１
号
巨
岩
上
に
は
簡
単
な
石
組
み
あ

る
い
は
石
敷
き
を
行
っ
て
祭
場
を
作
り
、
そ
の
周
囲
に
五
か
所
の
遺
物
集

中
地
点
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
一
七
号
遺
跡
で
は
三
平
方
㍍
弱
の
範
囲
か

ら
�
製
鏡
二
一
枚
・
碧
玉
製
腕
飾
類
・
各
種
玉
類
・
鉄
剣
・
鉄
刀
な
ど
五

〇
〇
点
の
遺
物
が
出
土
し
、
そ
の
遺
物
の
組
合
せ
は
四
世
紀
後
半
の
古
墳

に
副
葬
さ
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
か
つ
九
州
の
古
墳
に
は
量
的
に
匹

敵
す
る
も
の
が
な
い
。
こ
れ
以
外
に
も
、
別
の
地
点
で
舶
載
三
角
縁
神
獣

て
っ
て
い

鏡
や
鉄
�
等
が
出
土
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
祭
祀
行
為
は
北
部
九
州
の
首

長
が
単
独
で
よ
く
な
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
直
接
に
携

わ
っ
た
結
果
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
（
図
２
―
７９
）。

広
開
土
王
碑

と
七
支
刀

沖
ノ
島
の
祭
祀
遺
物
は
�
製
鏡
や
碧
玉
製
腕
飾
類
を
伴

う
、
四
世
紀
後
半
以
降
の
文
化
的
内
容
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
倭
を
取
り
巻
く
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
様
子
を
窺
う
一

い
そ
の
か
み

等
史
料
が
国
内
外
に
存
在
す
る
。
一
つ
は
奈
良
県
石
上
神
宮
に
伝
わ
る

し
ち

し

と
う

七
支
刀
、
そ
し
て
い
ま
一
つ
が
中
国
吉
林
省
集
安
に
あ
る
広
開
土
王
（
好

太
王
）
碑
で
あ
る
。

七
支
刀
は
全
長
約
七
五
�
の
鉄
剣
で
、
両
側
に
互
い
違
い
に
各
三
本
の

枝
身
を
付
す
道
教
信
仰
に
ち
な
む
呪
術
的
な
剣
と
い
わ
れ
、
そ
の
表
裏
に

図２―７９ 沖ノ島祭祀遺跡（出光美術館『海の正倉院 宗像 沖ノ島の遺宝』１９７８より）
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六
二
字
の
文
字
が
金
象
眼
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
の
読
み
方
は
一
定
し
て
い

な
い
が
、
一
例
と
し
て
次
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
。

泰
和
四
年
五
月
一
六
日
丙
午
正
陽
、
百
練
銕
の
七
支
刀
を
造
る
。
生
み
て
百
兵
を
辟

く
。
供
供
た
る
侯
王
に
宜
し
。
□
□
□
□
作
る
。（
表
）

先
世
以
来
未
だ
此
の
刀
有
ら
ず
。
百
済
王
世
□
奇
、
聖
音
に
生
き
、
故
ら
に
倭
王
の

旨
の
為
に
造
る
。
後
世
に
伝
示
す
。（
裏
）

泰
和
四
年
は
中
国
東
晋
の
太
和
四
年
（
三
六
九
）
と
さ
れ
て
い
て
、「
五

月
丙
午
正
陽
」
は
冶
金
に
関
わ
る
吉
祥
句
で
あ
る
た
め
に
文
字
ど
お
り
に

と
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
剣
は
、
三
六
九
・
三
七
一
年
に
百
済
王
が
起
こ

し
た
二
度
の
対
高
句
麗
戦
争
に
倭
が
派
兵
し
、
百
済
の
勝
利
に
大
い
に
貢

献
し
た
こ
と
に
対
す
る
百
済
王
か
ら
倭
王
へ
の
返
礼
の
品
と
考
え
ら
れ
て

い
る
（
鈴
木
靖
民
「
倭
国
と
東
ア
ジ
ア
」『
日
本
の
時
代
史
二
』
倭
国
と
東
ア

ジ
ア
、
二
〇
〇
二
）。じん

ぐ
う

『
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
紀
五
二
年
に
百
済
の
使
者
が
「
七
枝
刀
一

口
、
七
子
鏡
一
面
、
お
よ
び
種
種
の
重
宝
を
献
る
」
と
記
さ
れ
た
そ
れ
に

該
当
す
る
も
の
で
、
皇
后
の
実
在
は
と
も
か
く
、
百
済
と
の
関
係
は
史
実

を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

好
太
王
碑
は
四
一
四
年
、
高
句
麗
長
寿
王
が
父
好
太
王
の
功
績
を
残
す

た
め
に
建
て
た
高
さ
六
・
四
㍍
の
石
碑
で
、
一
七
七
五
字
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
か
つ
て
、
旧
日
本
軍
に
よ
る
改
竄
説
が
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が

現
在
で
は
信
憑
性
が
高
い
歴
史
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。

百
残
（
百
済
）・
新
羅
、
も
と
こ
れ
属
民
に
し
て
、
由
来
朝
貢
す
。
し
か
る
に
倭
、
辛

卯
の
と
し
よ
り
こ
の
か
た
、
海
を
渡
り
て
百
残
を
破
り
、
新
羅
を
□
□
し
、
以
て
臣

民
と
な
す
。

と
い
う
有
名
な
部
分
を
は
じ
め
、
九
な
い
し
一
一
か
所
に
倭
関
係
の
記
事

が
あ
っ
て
、
高
句
麗
に
と
っ
て
倭
が
無
視
し
が
た
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
倭
に
と
っ
て
も
、
強
大
な
高
句
麗
の
南
下
政
策
は
国
家

存
亡
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
鉄
資
源
を
確
保
す
る
た
め
に
も
百

済
の
存
続
を
望
ん
で
い
た
。
碑
文
に
よ
る
と
、
三
九
一
（
辛
卯
）
〜
四
〇

七
年
に
わ
た
り
、
倭
は
百
済
や
加
耶
諸
国
（
朝
鮮
半
島
東
南
部
）
と
結
ん

で
派
兵
し
高
句
麗
に
対
抗
し
た
が
、
最
終
的
に
は
高
句
麗
の
勝
利
に
終

わ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
国
際
的
な
緊
張
関
係
を
通
し
て
当
時
の
我
が
国
の

指
導
者
た
ち
は
国
家
体
制
の
あ
り
方
を
学
び
、
百
済
な
ど
か
ら
種
々
の
新

し
い
技
術
・
文
化
を
受
け
入
れ
て
、
よ
り
安
定
し
た
統
治
体
制
を
目
指
し

た
。
や
が
て
、
百
済
が
朝
貢
す
る
中
国
南
朝
へ
遣
使
す
る
こ
と
と
な
る
。

中
規
模
古
墳

の

性

格

小
林
行
雄
が
分
離
し
た
前
期
古
墳
の
新
古
の
う
ち
、
新

し
い
文
化
的
内
容
を
も
つ
古
墳
の
代
表
は
、
豊
富
な
出

土
遺
物
が
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
奈
良
盆
地
南
東
部
で
は
な
く
、
同

う
ま

み

し
ん
や
ま

さ

み

だ

南
西
部
の
馬
見
古
墳
群
中
の
新
山
古
墳
・
佐
味
田
宝
塚
古
墳
が
挙
げ
ら
れ

る
。
新
山
古
墳
は
全
長
一
二
七
㍍
の
前
方
後
方
墳
で
、
後
方
部
の
竪
穴
式

石
室
か
ら
舶
載
鏡
・
�
製
鏡
を
含
む
三
四
枚
の
銅
鏡
、
碧
玉
製
腕
飾
類
を

お
び
か
な

ぐ

含
む
各
種
の
石
製
品
、
中
国
製
の
金
銅
製
帯
金
具
な
ど
の
出
土
品
が
あ

る
。
ま
た
、
佐
味
田
宝
塚
古
墳
は
全
長
一
〇
三
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
、
後
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円
部
の
粘
土
槨
（
？
）
か
ら
舶
載
鏡
・
�
製
鏡
三
〇
枚
以
上
や
碧
玉
製
腕

飾
類
な
ど
が
出
土
し
た
。

こ
れ
ら
の
古
墳
は
出
土
し
た
埴
輪
か
ら
川
西
宏
幸
が
四
世
紀
後
半
に
位

置
づ
け
て
い
る
が
、
近
い
時
期
と
さ
れ
る
大
王
級
の
古
墳
で
あ
る
奈
良
盆

し
ぶ
た
に
む
か
い
や
ま

地
（
南
）
東
部
の
柳
本
古
墳
群
（
渋
谷
向
山
古
墳
〈
景
行
陵
、
三
一
〇
㍍
〉
・

あ
ん

ど

や
ま

さ

き

ご

行
燈
山
古
墳
〈
祟
神
陵
二
四
〇
㍍
〉）、
奈
良
市
北
東
部
の
佐
紀
古
墳
群
（
五

さ

し

ほ
う
ら
い
ざ
ん

社
神
古
墳
〈
神
功
陵
、
二
七
八
㍍
〉
・
宝
来
山
古
墳
〈
垂
仁
陵
、
二
二
七
㍍
〉
・

み
さ
さ
ぎ
や
ま

佐
紀
石
塚
山
古
墳
〈
成
務
陵
、
二
一
九
㍍
〉・
佐
紀

陵

山
古
墳
〈
日
葉
酢
姫

陵
、
二
〇
七
㍍
〉）
な
ど
に
比
べ
て
規
模
の
面
で
大
き
な
格
差
が
あ
り
、

つ
き
や
ま

な
お
か
つ
近
い
時
期
と
さ
れ
る
馬
見
古
墳
群
中
の
築
山
古
墳
（
二
一
〇

す

や
ま

㍍
）・
巣
山
古
墳
（
二
〇
四
㍍
）
に
も
明
ら
か
に
劣
る
。
陵
墓
と
さ
れ
る

古
墳
は
内
容
が
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
り
、
ほ
か
の
古
墳
も
盗
掘
な
ど
の
た

め
に
直
接
の
比
較
が
で
き
な
い
が
、
興
味
深
い
こ
と
は
前
代
の
京
都
府
椿

井
大
塚
山
古
墳
や
奈
良
県
黒
塚
古
墳
も
大
王
墳
に
大
き
く
劣
る
規
模
の
古

墳
で
あ
り
な
が
ら
多
量
の
銅
鏡
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、
新
山
古
墳
や
佐

味
田
宝
塚
古
墳
の
状
況
に
似
る
。
こ
の
二
古
墳
の
場
合
は
、
出
土
し
た
銅

鏡
や
石
製
品
の
分
析
か
ら
、
新
山
古
墳
が
西
方
―
西
日
本
か
ら
中
国
大
陸

を
、
佐
味
田
宝
塚
古
墳
が
主
と
し
て
東
国
を
舞
台
に
活
躍
し
た
、
ヤ
マ
ト

政
権
の
有
力
構
成
員
の
墳
墓
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
川
西
宏
幸

「
前
期
畿
内
政
権
論
」『
古
墳
時
代
政
治
史
序
説
』
一
九
八
八
）。
豊
富
な
副

葬
品
を
伴
っ
た
中
規
模
古
墳
の
被
葬
者
は
地
方
経
営
な
ど
政
権
内
の
重
要

な
職
務
を
分
担
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

巨
大
古
墳

の

拡

散

更
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
奈
良

に
し
と
の
づ
か

県
箸
墓
古
墳
あ
る
い
は
同
西
殿
塚
古
墳
が
他
を
圧
す
る

規
模
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
�
製
鏡
や
碧
玉
製
腕
飾
類
を
副
葬
す
る

段
階
に
は
拮
抗
す
る
規
模
の
大
古
墳
が
奈
良
盆
地
内
外
の
数
か
所
に
現
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
先
の
奈
良
盆
地
北
部
の
佐
紀
古
墳
群
、
西
部
の
馬
見
古

つ

ど
う
し
ろ
や
ま

ま

ゆ

墳
群
の
ほ
か
、
大
阪
府
津
堂
城
山
古
墳
（
二
〇
〇
㍍
）・
同
摩
湯
山
古
墳

（
二
〇
〇
㍍
）
な
ど
で
あ
る
。

次
の
段
階
、
五
世
紀
前
葉
に
な
る
と
、
大
阪
府
河
内
地
域
で
は
津
堂
城

こ
ん
だ

ご
び
ょ
う
や
ま

山
古
墳
に
連
な
り
、
誉
田
御
廟
山
古
墳
（
応
神
天
皇
陵
、
四
二
〇
㍍
）
を

図２―８０ 畿内の大型古墳の分布
（白石太一郎『古墳とヤマト政権』１９９９より）
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ふ
る
い
ち

最
大
規
模
と
す
る
古
市
古
墳
群
、
そ
し
て
同
和
泉
地
域
に
大
仙
古
墳
（
仁

も

ず

徳
天
皇
陵
、
四
八
六
㍍
）
を
は
じ
め
と
す
る
百
舌
鳥
古
墳
群
が
ほ
ぼ
並
行

し
て
造
営
さ
れ
、
六
世
紀
前
半
に
い
た
る
ま
で
大
王
の
墓
域
と
し
て
利
用

さ
れ
た
（
図
２
―
８１
）
。
た
だ
、
五
世
紀
代
に
お
い
て
は
、
誉
田
御
廟
山
・

大
仙
古
墳
群
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
そ
の
他
の
大
王
陵
と
さ
れ
る
古
墳

い
ち
に
わ

と
遜
色
の
な
い
規
模
の
古
墳
が
奈
良
県
佐
紀
古
墳
群
（
市
庭
古
墳
〈
二
五

〇
㍍
〉・
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
〈
二
八
〇
㍍
〉）、
同
馬
見
古
墳
群
（
新
木
山
古
墳

〈
二
〇
〇
㍍
〉・
大
塚
山
古
墳
〈
一
九
五
㍍
〉）
で
も
造
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
王
墳
が
場
所
を
変
え
る
こ
と
に
つ
い
て
大
き
く
二
と
お

り
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
墓
域
の
み
を
移
動
し
た
も
の

で
、
大
王
の
宮
は
大
和
に
留
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
日
本
書

紀
』
に
記
さ
れ
た
歴
代
天
皇
の
宮
と
山
陵
の
所
在
を
み
る
と
、
両
者
と
も

は
ん
せ
い

に
河
内
に
お
か
れ
た
の
は
仁
徳
・
反
正
天
皇
の
二
代
だ
け
で
、
応
神
天
皇

は
二
つ
の
宮
の
一
方
が
難
波
（
大
阪
府
）、
摂
津
（
大
阪
府
）
に
葬
ら
れ
た

継
体
天
皇
は
山
城
（
京
都
府
）・
摂
津
な
ど
に
宮
室
を
お
い
た
が
、
多
く

の
場
合
で
宮
室
は
大
和
を
動
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
王
の
直
轄
地
で

や
ま
と

み

た

あ
っ
た
「
倭
の
屯
田
」
が
河
内
に
存
在
し
な
い
こ
と
も
重
要
視
さ
れ
て

い
る
（
和
田
萃
「
古
墳
の
時
代
」『
大
系
日
本
の
歴
史
』
二
、
一
九
九
二
）。

古
代
に
お
い
て
河
内
は
広
大
な
湿
地
が
広
が
っ
て
い
て
生
産
力
が
低
く
、

在
地
勢
力
も
弱
体
で
あ
っ
た
の
で
、
ヤ
マ
ト
王
権
は
渡
来
人
と
そ
の
技
術

を
導
入
・
開
発
し
て
新
た
な
生
産
拠
点
と
し
て
い
た
が
、
朝
鮮
半

島
・
中
国
大
陸
と
の
政
治
的
関
わ
り
が
増
大
す
る
中
で
海
路
の
拠
点

と
し
て
の
重
要
性
が
一
層
高
ま
っ
た
。
巨
大
古
墳
の
築
造
は
そ
の
重

要
な
地
域
で
権
力
を
視
覚
的
に
具
現
化
し
、
政
治
的
効
果
を
意
図
し

た
も
の
と
考
え
る
（
熊
谷
公
男
「
大
王
か
ら
天
皇
へ
」
『
日
本
の
歴
史
』

〇
三
、
二
〇
〇
一
）。
な
お
、
こ
の
場
合
は
大
和
・
河
内
の
勢
力
が

一
体
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
近
し
い
関
係
で
あ
っ
た
と

い
う
背
景
を
想
定
し
て
い
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
墓
域
と
と
も
に
、
王
権
も
移
動
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
和
田
の
要
約
に
よ
れ
ば
こ
の
河
内
王
朝

論
に
も
い
く
つ
か
が
あ
る
。
ま
ず
、
水
野
祐
は
崇
神
王
朝
・
仁
徳
王

朝
・
継
体
王
朝
を
た
て
、
崇
神
王
朝
最
後
の
仲
哀
天
皇
が
、
邪
馬
台

図２―８１ ５世紀の大王墳
（山田幸弘「古墳時代中期の様相」『第４４回埋蔵文
化財研究集会 中期古墳の展開と変革』１９９８より）
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く

な

く
ま

そ

国
に
戦
勝
し
て
九
州
を
統
一
し
た
狗
奴
国
（＝

熊
襲
で
、
起
源
は
朝
鮮
半

島
に
あ
る
と
す
る
）
に
敗
れ
、
そ
の
後
、
狗
奴
国
が
東
遷
し
て
仁
徳
王
朝

を
創
始
し
た
と
考
え
た
（『
日
本
古
代
王
朝
史
論
序
説
』
一
九
五
二
）。
井
上

光
貞
は
筑
紫
（
福
岡
県
）
で
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
応
神
天
皇
が

景
行
天
皇
の
曾
孫
の
ナ
カ
ツ
ヒ
メ
を
め
と
っ
て
、
い
わ
ば
入
婿
と
な
っ
て

皇
位
継
承
の
正
当
性
を
得
、
新
し
い
王
朝
を
開
始
し
た
征
服
者
と
説
く

（『
日
本
国
家
の
起
源
』
一
九
六
〇
）。
そ
し
て
上
田
正
昭
は
朝
鮮
と
の
交

渉
の
進
展
に
つ
れ
て
瀬
戸
内
海
交
通
、
ひ
い
て
は
そ
の
起
点
と
し
て
の
河

内
の
重
要
性
も
増
し
、
河
内
を
基
盤
と
し
た
勢
力
を
中
心
に
王
権
が
強
化

さ
れ
た
結
果
、
そ
れ
以
前
の
奈
良
盆
地
東
南
部
の
三
輪
王
朝
が
滅
ん
で
河

内
王
朝
が
成
立
し
た
と
す
る
（『
日
本
古
代
国
家
成
立
史
の
研
究
』
一
九
六

八
）。
上
田
は
東
遷
説
を
採
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
河
内
王
朝
論
は
い
ず
れ

も
文
献
史
学
者
が
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
考
古
学
の
面
か
ら
王
権
の
移
動
を
強
調
す
る
の
は
白
石
太
一
郎

で
あ
る
。
氏
は
先
に
見
た
よ
う
に
奈
良
盆
地
・
河
内
・
和
泉
な
ど
に
大
王

級
の
古
墳
が
分
散
す
る
現
象
に
連
合
政
権
で
あ
っ
た
ヤ
マ
ト
政
権
の
不
安

定
化
を
読
み
と
り
、
古
墳
は
本
来
的
に
本
拠
地
に
造
営
す
る
の
が
原
則
で

あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
か
ら
連
合
内
の
盟
主
権
、
王
権
が
河
内
・
和
泉
の

勢
力
へ
移
っ
た
と
す
る
。
そ
の
際
、
す
で
に
王
権
が
世
襲
的
に
固
定
化
さ

れ
て
い
た
た
め
、
新
た
に
王
権
を
担
う
に
は
佐
紀
古
墳
群
を
造
営
し
た
大

王
一
族
と
の
間
に
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
と
す
る
。
王
権
の
移

動
が
平
和
裏
に
行
わ
れ
た
た
め
、
五
世
紀
代
に
な
っ
て
も
王
権
の
故
地
で

あ
っ
た
佐
紀
古
墳
群
に
も
大
王
級
の
古
墳
が
造
営
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で

あ
る
（『
古
墳
の
語
る
古
代
史
』
二
〇
〇
〇
）。

中
期
に
大
王
墳
が
移
動
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
宮
室
の
具
体
像

が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
成
案
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
大
王
の
確
実
な
宮
室

は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣

し

き
の
み
や

に
、
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
（
雄
略
天
皇
）
の
宮
が
「
斯
鬼
宮
」
に
あ
っ
た
と

象
眼
さ
れ
て
い
る
の
は
一
つ
の
有
力
な
材
料
で
あ
ろ
う
。
雄
略
天
皇
は
倭

の
五
王
の
一
人
で
、
陵
墓
は
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
「
丹
比
鷹
鷲
陵
」

が
大
阪
府
羽
曳
野
市
高
鷲
丸
山
古
墳
に
比
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
径
七
五

㍍
の
大
型
円
墳
で
倭
の
五
王
の
墳
墓
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
。
そ
の
西

に
近
接
す
る
陵
墓
参
考
地
河
内
大
塚
山
古
墳
（
三
二
五
㍍
）、
あ
る
い
は

西
隣
の
旧
志
紀
郡
に
位
置
す
る
古
市
古
墳
郡
内
の
岡
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳

（
二
四
〇
㍍
）
な
ど
を
雄
略
天
皇
陵
と
す
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
「
斯
鬼

宮
」
は
奈
良
県
桜
井
市
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ倭
の
五
王

朝
鮮
半
島
の
高
句
麗
・
新
羅
・
百
済
は
中
国
王
朝
を
中

さ
く
ほ
う

心
と
す
る
国
際
秩
序
（
冊
封
体
制＝

中
国
王
朝
に
恭
順

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
官
爵
を
得
て
領
土
の
支
配
権
を
認
証
さ
れ
る
）

の
中
に
あ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
で
の
度
重
な
る
活
動
を
機
に
、
ヤ
マ
ト
政
権

は
半
島
で
の
地
歩
を
確
保
す
る
た
め
、
高
句
麗
に
互
す
た
め
に
も
中
国
王

朝
か
ら
国
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
必
要
性
を
痛
感
し
た
よ
う
で
、
使
者
を

派
遣
し
た
。
当
時
の
中
国
は
北
に
北
魏
（
北
朝
）、
南
に
宋
（
南
朝
）
が

並
立
し
て
い
た
が
、
宋
へ
朝
貢
し
た
の
は
す
で
に
朝
貢
し
て
い
た
百
済
の
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強
い
後
押
し
の
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

宋
王
朝
（
四
二
〇
〜
四
七
九
）
の
正
史
『
宋
書
』
な
ど
に
有
名
な
倭
の

さ
ん

り

ち
ゅ
う

五
王
が
登
場
す
る
。
讃
（
仁
徳
が
有
力
だ
が
、
他
に
応
神
・
履
中
説
も
あ

ち
ん

せ
い

い
ん

る
）・
珍
（
履
中
が
有
力
だ
が
、
仁
徳
・
反
正
説
も
あ
る
）・
済
（
反
正
・
允

ぎ
ょ
う

こ
う

あ
ん
こ
う

ぶ

ゆ
う
り
ゃ
く

恭
の
二
説
）・
興
（
允
恭
・
安
康
の
二
説
）・
武
（
雄
略
）
で
あ
る
。
中
国

ふ
う
に
漢
字
一
字
で
表
記
さ
れ
た
五
王
は
相
次
い
で
朝
貢
し
、
宋
皇
帝
よ

り
官
位
・
爵
号
を
授
け
ら
れ
て
形
式
的
な
君
臣
関
係
（
冊
封
関
係
）
を
結

と

よ

ん
だ
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
六
六
年
に
倭
の
女
王
（
台
与
と
い
わ

れ
る
）
が
西
晋
に
朝
貢
し
て
以
来
、
ほ
ぼ
一
五
〇
年
を
経
て
の
遣
使
で
あ

る
。
表
２
―
１０
に
見
る
よ
う
に
倭
王
は
倭
国
王
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
敵

対
し
て
い
た
高
句
麗
を
除
く
朝
鮮
半
島
全
域
に
対
す
る
軍
政
権
を
認
め
る

よ
う
要
請
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
宋
王
朝
は
百
済
を
除
い
た
部
分
で
容
認

し
、
大
将
軍
号
も
最
後
に
は
認
め
た
。
倭
の
遣
使
の
目
的
が
南
朝
に
冊
封

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
南
部
で
の
鉄
資
源
を
は
じ
め
と
す
る
権

益
を
確
保
し
、
南
下
政
策
を
採
る
高
句
麗
を
牽
制
す
る
意
味
が
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

倭
が
百
済
の
軍
事
権
を
要
求
し
た
理
由
は
、
や
は
り
対
高
句
麗
を
強
く

意
識
し
、
百
済
と
の
一
層
緊
密
な
関
係
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
て
、
宋
は
百
済
を
す
で
に
「
鎮
東
大
将
軍
」
に
除
正
し
て
お

り
、
か
つ
北
朝
に
対
す
る
戦
略
的
配
慮
も
あ
っ
て
、
た
と
え
形
式
上
の
も

の
で
あ
っ
て
も
倭
の
百
済
に
対
す
る
軍
政
権
を
認
め
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
他
方
、
新
羅
は
実
質
的
に
高
句
麗
の
勢
力
下
に
あ
り
、
宋
と
は
国
交

が
な
か
っ
た
の
で
倭
に
そ
の
軍
事
権
を
認
め
た
と
し
て
も
問
題
は
な
か
っ

た
（
鈴
木
靖
民
前
掲
書
）。

表
２
―
１０

倭
の
五
王
の
遣
使
一
覧

四
一
三

倭
国
方
物
を
献
ず
。（
晋
書
）

四
二
一

倭
王
讃
、
朝
貢
し
除
授
を
賜
う
（
官
位
を
授
け
る
）。（
宋
書
）

四
二
五

倭
王
讃
、
司
馬
曹
達
を
遣
わ
し
て
、
表
（
国
書
）
を
奉
り
、
方
物
（
地
方
の
産

物
）
を
献
じ
る
。（
宋
書
）

四
三
〇

倭
国
王
（
讃
か
？
）、
遣
使
朝
貢
す
る
。（
宋
書
）

四
三
八

讃
の
死
後
立
っ
た
弟
の
珍
が
遣
使
貢
献
し
、
使
持
節
都
督
倭
・
百
済
・
新
羅
・

任
那
・
秦
韓
・
慕
韓
六
国
諸
軍
事
、
安
東
大
将
軍
、
倭
国
王
を
自
称
し
て
除
正

を
求
め
る
が
、
安
東
大
将
軍
・
倭
国
王
に
除
さ
れ
る
。
ま
た
、
倭
隋
ら
一
三
人

を
平
西
・
征
虜
・
冠
軍
・
輔
国
将
軍
号
へ
の
除
正
を
求
め
、
認
め
ら
れ
る
。

（
宋
書
）『
梁
書
』
で
は
珍
を
弥
と
い
う
。

四
四
三

倭
国
王
靜
が
遣
使
奉
献
し
、
安
東
大
将
軍
・
倭
国
王
を
授
か
る
。（
宋
書
）

四
五
一

倭
国
済
に
、
安
東
大
将
軍
に
加
え
て
使
持
節
都
督
倭
・
新
羅
・
任
那
・
加
羅
・

秦
韓
・
慕
韓
六
国
諸
軍
事
が
加
え
ら
れ
た
。
倭
王
の
家
臣
二
三
人
に
申
請
通
り

の
軍
郡
（
将
軍
号
と
郡
太
守
号
）
を
授
か
る
。（
宋
書
）

四
六
〇

倭
国
、
遣
使
朝
貢
す
る
。（
宋
書
）

四
六
二

済
が
死
に
、
世
子
興
が
遣
使
朝
貢
す
る
。
倭
王
の
世
子
興
を
安
東
大
将
軍
・
倭

国
王
と
す
る
。（
宋
書
）

四
七
七

倭
国
王
（
武
か
？
）
遣
使
朝
貢
す
る
。（
宋
書
）

四
七
八

興
が
死
ん
で
弟
の
武
が
た
ち
、
使
持
節
都
督
倭
・
百
済
・
新
羅
・
任
那
・
加

羅
・
秦
韓
・
慕
韓
七
国
諸
軍
事
、
安
東
大
将
軍
、
倭
国
王
と
自
称
し
て
遣
使
、

上
表
し
、
開
府
儀
同
三
司
と
他
の
官
爵
を
求
め
る
。
使
持
節
督
倭
・
新
羅
・
任

那
・
加
羅
・
秦
韓
・
慕
韓
七
国
諸
軍
事
、
安
東
大
将
軍
、
倭
国
王
に
除
さ
れ

る
。（
宋
書
）

四
七
九

倭
王
武
を
鎮
東
大
将
軍
と
す
る
。（
南
斉
書
）

五
〇
二

倭
王
武
を
征
東
将
軍
と
す
る
。（
梁
書
）
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ひ
と
つ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
宋
王
朝
か
ら
見
た
高
句
麗
・
百
済
・
倭
の

評
価
で
あ
る
。
高
句
麗
は
四
一
三
年
に
「
征
東
大
将
軍
」、
そ
し
て
四
一

六
年
以
降
は
「
征
東
・
車
騎
・
驃
騎
大
将
軍
」
な
ど
に
、
百
済
は
四
一
六

年
に
「
鎮
東
将
軍
」
、
つ
い
で
四
二
〇
年
以
降
は
「
鎮
東
・
征
東
大
将
軍
」

に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
倭
は
済
の
段
階
で
「
都
督
倭
諸
軍
事
」
が
、

武
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
「
鎮
東
大
将
軍
」
号
を
得
て
高
句
麗
・
百
済
と

同
等
の
大
将
軍
号
を
認
め
ら
れ
た
が
、
な
お
「
征
東
」
は
「
鎮
東
・
安
東
」

の
上
位
に
あ
っ
た
。
宋
王
朝
で
は
、
高
句
麗
・
百
済
が
新
参
者
の
倭
以
上

に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
海
で
隔
て
ら
れ
た
地
理
的
位
置
も
影

響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

古
墳
の
規
制

後
円
部
に
比
べ
て
前
方
部
が
小
さ
な
形
態
の
古
墳
を
そ

の
形
状
か
ら
帆
立
貝
式
古
墳
と
呼
ん
で
い
る
。
た
だ
、

つ
く
り
だ
し

円
墳
に
造
出
を
付
し
た
も
の
と
の
境
界
は
曖
昧
で
あ
る
。
そ
の
性
格
に

つ
い
て
非
常
に
興
味
深
い
説
が
あ
る
。
五
世
紀
前
半
の
仁
徳
・
履
中
天
皇

の
時
代
、
五
世
紀
後
半
の
雄
略
天
皇
の
時
代
、
六
世
紀
半
ば
の
継
体
天
皇

の
時
代
、
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
め
の
推
古
天
皇
の
時
代
、
そ
し
て
大

化
改
新
で
発
布
さ
れ
た
薄
葬
令
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
方
豪
族
な
ど
の
古
墳

の
形
状
が
規
制
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
図
２
―
８２
、
小
野
山
節
「
古

墳
と
王
朝
の
歩
み
」『
古
代
史
発
掘
六

古
墳
と
国
家
の
成
り
立
ち
』一
九
七

六
）。ま

ず
、
四
世
紀
後
半
に
前
方
後
円
（
方
）
墳
を
造
営
し
て
い
た
地
方
首

長
墓
が
、
五
世
紀
前
半
に
は
応
神
・
仁
徳
天
皇
陵
と
さ
れ
る
古
墳
の
周
辺

ば
い
ち
ょ
う

に
あ
る
陪
塚
と
同
じ
形
―
帆
立
貝
式
古
墳
・
方
墳
・
円
墳
に
限
ら
れ
る

お
と
め
や
ま

よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
奈
良
県
馬
見
古
墳
群
中
の
乙
女
山
古
墳
（
帆

立
貝
式
、
一
二
八
㍍
）、
蒙
古
鉢
形
と
呼
ば
れ
る
珍
し
い
形
式
の
も
の
を
含

め
て
三
点
の
金
銅
装
の
冑
を
出
土
し
た
同
県
五
条
猫
塚
古
墳
（
方
墳
、
二

七
×
三
〇
㍍
）、
冑
四
点
と
大
陸
製
の
優
秀
な
金
銅
製
馬
具
一
式
な
ど
を

し
ん
が
い

出
土
し
た
滋
賀
県
新
開
古
墳
（
円
墳
？
、
規
模
不
明
）、
王
者
の
石
棺
と
い

う
ぶ
す
な
や
ま

わ
れ
る
長
持
形
石
棺
を
主
体
部
と
す
る
日
本
海
に
近
い
京
都
府
産
土
山
古

表
２
―
１１

宗
品
官
一
覧
（
五
品
以
上
）

第
一
品

第

二

品

第

三

品

第

四

品

第

五

品

大
将
軍

特
進

侍
中

二
衛

散
騎
侍
郎

諸
位
従
公

驃
騎

散
騎
常
侍

驍
騎

謁
者
僕
射

車
騎

��	�

将
軍

四
征

遊
撃

���	��

将
軍

三
将

衛

四
鎮

四
軍

積
射

諸
大
将
軍

中
軍

���	��

将
軍

左

疆
弩
�	

将
軍

諸
持
節
都
督

鎮
軍

右

�	

中
郎
将

鷹
揚

撫
軍

五
校
尉

折
衝

四
安

寧
湖

軽
車

四
平

五
尉

��	�

将
軍

揚
烈

左
・
右

五
武

威
遠

前
・
後

四
中
郎
将

寧
遠

������	�����

将
軍

征
虜

�����	����

将
軍

刺
史
領
兵
者

虎
威

冠
軍

戎
蛮
校
尉

材
官

輔
国

御
史
中
丞

伏
波

龍
驥

郷
侯

凌
江

光
禄
大
夫

刺
史
不
領
兵
者

領
護
軍

軍
国
太
守
内
史
相

県
侯

亭
侯

坂
元
義
種
『
倭
の
五
王
―
空
白
の
五
世
紀
―
』
一
九
八
一
よ
り
一
部
改
変
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椿井大塚山

景 行 陵

応 神 陵

仁 徳 陵

履 中 陵

400年ころ

乙女山

女体山

産土山

天神山

反正陵

允恭陵

雄略陵
（松原大塚山）

継体陵
（今城塚）

蕃上山

弁天山D2号

雀宮牛塚

別所大塚

岩戸山

450年ころ

500年ころ

にさんざい

猫塚

神明山

五色塚

室宮山

0 300m

墳
（
円
墳
、
五
五
㍍
）、
岡
山
県
の
花
光
寺
山
（
一
二
〇
㍍
）・
築
山
（
九
〇

㍍
）
の
両
前
方
後
円
墳
の
間
に
造
ら
れ
た
同
一
系
譜
上
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
丸
山
古
墳
は
、
浮
き
彫
り
で
装
飾
さ
れ
た
特
異
な
家
形
石
棺
を
主
体

部
と
し
、
三
〇
枚
の
�
製
鏡
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
副
葬
品
を
出
土
し

た
が
墳
形
は
直
径
六
〇
㍍
の
大
型
円
墳
、
あ
る
い
は
造
出
付
円
墳
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
大
王
の
権
力
が
強
大
化
し
た
と
き
、
そ
の
周
辺
や
地
方

首
長
は
ヤ
マ
ト
政
権
の
介
入
を
受
け
て
、
自
由
に
古
墳
を
築
造
で
き
な

か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

古
墳
が
大
王
を
含
め
た
首
長
間
の
序
列
を
前
方
後
円
墳
や
円
墳
と
い
っ

た
形
状
と
と
も
に
そ
の
規
模
で
表
現
し
た
も
の
と
考
え
る
と
き
、
特
に
五

世
紀
代
に
帆
立
貝
式
古
墳
が
多
く
見
ら
れ
る
現
象
は
こ
の
古
墳
の
規
制
を

想
定
す
る
と
非
常
に
理
解
し
や
す
い
。
大
王
を
中
心
と
し
た
ヤ
マ
ト
政
権

内
部
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
地
方
首
長
と
の
関
係
が
従
前
の
よ
う
に
比
較
的
対

等
的
な
関
係
で
も
な
く
、
ま
た
上
下
関
係
と
し
て
固
定
化
さ
れ
た
も
の
で

も
な
く
、
あ
る
時
は
王
権
の
介
入
が
ル
ー
ズ
と
な
り
、
あ
る
時
は
王
権
が

突
出
し
て
強
く
介
入
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
古

墳
発
生
以
来
、
畿
内
や
地
方
の
有
力
首
長
に
よ
る
連
合
政
権
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
ヤ
マ
ト
政
権
の
性
格
が
、
固
定
化
さ
れ
た
専
制
的
王
権
へ
と

行
き
つ
戻
り
つ
転
換
し
て
行
く
状
況
が
、
帆
立
貝
式
古
墳
を
は
じ
め
と
す

る
有
力
な
中
小
古
墳
の
姿
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
杖
刀
人
」
と

「

典

曹

人

」

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
発
掘
調
査
さ
れ
た

埼
玉
県
行
田
市
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
に
、
金
象

嵌
に
よ
る
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
五
十
三
年
の
こ

と
で
、
学
会
・
マ
ス
コ
ミ
が
大
い
に
騒
い
だ
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ

の
後
に
も
五
世
紀
中
葉
の
千
葉
県
稲
荷
台
一
号
墳
出
土
鉄
剣
の
「
王
賜
」

（
金
象
嵌
）、
六
世
紀
後
半
の
島
根
県
岡
田
山
一
号
墳
出
土
鉄
刀
の
「
額

み
い
だ
に

田
部
臣
」（
銀
象
嵌
）、
七
世
紀
初
め
の
兵
庫
県
箕
谷
二
号
墳
出
土
太
刀
の

「
戊
申
年
五
月
」（
銅
象
嵌
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
断
片

的
な
部
分
が
残
る
の
み
で
銘
文
全
体
は
不
明
で
あ
る
。
一
一
五
文
字
が
象

嵌
さ
れ
た
稲
荷
山
古
墳
の
鉄
剣
銘
文
は
我
が
国
で
も
っ
と
も
長
文
で
あ
っ

て
、
ほ
ぼ
そ
の
内
容
が
解
読
で
き
た
点
で
高
く
評
価
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は

以
下
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
た
。

ヲ

ワ

ケ

オ

ホ

ヒ

コ

辛
亥
の
年
七
月
中
、
記
す
。
乎
獲
居
の
臣
。
上
祖
、
名
は
意
富
比
�
。
其
の
児
、（
名

タ

カ

リ
の
ス
ク

ネ

テ

ヨ

カ

リ

ワ

ケ

タ
カ
ヒ
（
ハ
）
シ
ワ
ケ

は
）
多
加
利
足
尼
。
其
の
児
、
名
は
弖
已
加
利
獲
居
。
其
の
児
、
名
は
多
加
披
次
獲
居
。

タ

サ

キ

ワ

ケ

ハ

テ

ヒ

其
の
児
、
名
は
多
沙
鬼
獲
居
。
其
の
児
、
名
は
半
弖
比
。（
表
）

カ
サ
ヒ
（
ハ
）
ヨ

其
の
児
、
名
は
加
差
披
余
。
其
の
児
、
名
は
乎
獲
居
の
臣
。
世
々
、
杖
刀
人
の
首
と

図２―８２ 古墳の規制
（小野山節「古墳と王朝の歩み」
より）
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ワ
カ
タ
ケ（
キ
）
ル
（
ロ
）

シ

キ

為
り
、
奉
事
し
来
り
今
に
至
る
。
獲
加
多
支
鹵
大
王
の
寺
、
斯
鬼
の
宮
に
在
る
時
、

吾
、
天
下
を
左
治
し
、
此
の
百
練
の
利
刀
を
作
ら
し
め
、
吾
が
奉
事
の
根
原
を
記
す

也
。（
裏
）

細
部
の
読
み
に
異
論
が
あ
る
が
、
当
地
の
首
長
で
あ
る
乎
獲
居
の
臣
の

系
譜
と
、
臣
が
雄
略
天
皇
に
「
杖
刀
人
の
首
」
と
し
て
軍
事
面
で
仕
え
て

い
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
程
度
の
理
解
で
は
問
題
が
な

い
。
そ
し
て
こ
の
「
辛
亥
年
」
は
四
七
一
年
と
す
る
の
が
有
力
で
あ
る
。

こ
の
銘
文
の
発
見
に
よ
っ
て
再
度
注
目
さ
れ
た
の
が
熊
本
県
江
田
船
山

古
墳
出
土
太
刀
の
脊
に
銀
象
嵌
さ
れ
た
銘
で
あ
る
。

ム

リ

テ

天
下
治
ろ
し
め
す
獲
加
多
支
鹵
大
王
の
世
。
奉
事
の
典
曹
人
、
名
は
无
利
弖
が
、
八

月
中
に
、
大
鋳
の
釜
并
び
に
四
尺
の


刀
（
延
べ
金
の
刀
）
を
用
い
て
、
八
〇
練
・

六
〇
�
し
た
（
よ
く
精
練
を
重
ね
た
）
三
寸
上
好
の
利
刀
で
あ
る
。
此
の
刀
を
服
す

る
者
は
、
長
寿
に
し
て
、
子

孫
は
注
々
と
（
連
綿
と
）
三
恩
を
重
ね
る
こ
と
が
で

イ

タ

カ

き
る
。
統
ぶ
る
も
失
わ
な
い
。
刀
を
作
っ
た
者
の
名
は
伊
太
加
で
あ
り
、
書
い
た
者

チ
ョ
ウ
ア
ン

は
張
安
で
あ
る
。

こ
の
銘
文
の
中
、「
獲
加
多
支
鹵
大
王
」
の
部
分
は
長
い
間
、「
�
□
□

た
じ
ひ
の
み
や

み

ず

は
の
お
お

□
歯
大
王
」、
す
な
わ
ち
「
蝮

宮
（
に
天
下
治
ろ
し
め
す
）
弥
都
歯
大

き
み王

」
と
読
ま
れ
て
反
正
天
皇
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
稲
荷
山
鉄
剣

銘
の
出
現
に
よ
っ
て
こ
れ
も
右
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
銘
文
に
あ
る
「
杖
刀
人
・
典
曹
人
」
に
つ
い
て
、「
刀
を
杖

つ
く
人
・
曹
（
役
所
）
を
典
る
人
」
の
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
武
人
・
文
人

と
い
っ
た
職
掌
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
稲
荷
山
古
墳
の
被
葬
者

乎
獲
居
の
臣
は
親
衛
隊
の
隊
長
の
よ
う
な
立
場
で
、
江
田
船
山
古
墳
の
被

葬
者
无
利
弖
は
文
人
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
王
宮
に
仕
え
、
そ
れ
を
記
念
し
て

自
ら
が
依
頼
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
刀
剣
を
作
成
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
篠
川
賢
「
鉄
刀
銘
の
世
界
」『
古
代
を
考
え
る

雄
略
天
皇
と
そ
の
時
代
』

一
九
八
八
）。

こ
こ
で
両
古
墳
に
つ
い
て
概
要
を
記
し
て
お
こ
う
。
稲
荷
山
古
墳
は
埼

玉
古
墳
群
の
最
古
の
古
墳
と
さ
れ
る
全
長
一
二
〇
㍍
、
周
濠
を
含
め
た
総

長
が
一
九
〇
㍍
に
及
ぶ
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
主
体
部
は
後
円
部
上
に
礫

槨
・
粘
土
槨
が
並
べ
て
埋
納
さ
れ
て
お
り
、
銘
文
の
あ
る
鉄
剣
は
礫
槨
か

ら
出
土
し
た
。
粘
土
槨
は
盗
掘
を
受
け
て
い
た
が
、
礫
槨
か
ら
は
玉
類
、

け
い
こ
う

舶
載
画
文
帯
神
獣
鏡
一
枚
、
刀
剣
五
点
、
矛
二
点
、
鉄
鏃
四
束
、
挂
甲
一

か
な
は
し

領
、
金
銅
製
品
（
馬
具
・
帯
金
具
な
ど
）
等
や
鍛
冶
道
具
で
あ
る
鉄
鉗
な

ど
が
出
土
し
た
（
埼
玉
県
教
委
『
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』
一
九
八
〇
）。
五
世

紀
末
に
造
ら
れ
た
古
墳
と
さ
れ
、
出
土
し
た
須
恵
器
も
年
代
を
示
す
基
準

資
料
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
江
田
船
山
古
墳
は
発
掘
調
査
の
結
果
、

全
長
六
〇
㍍
余
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
主
体
部
は
横

口
式
家
形
石
棺
を
後
円
部
上
に
直
接
埋
納
し
た
も
の
で
、
古
く
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
に
発
掘
さ
れ
た
。
出
土
品
に
は
、
玉
類
・
舶
載
鏡
五
枚
・

�
製
鏡
一
枚
、
素
環
頭
太
刀
を
含
む
刀
剣
一
九
点
や
鉄
矛
・
鉄
鏃
と
い
っ

た
武
器
、
金
銅
製
品
（
垂
飾
付
耳
飾
二
種
四
点
・
冠
二
点
・
冠
帽
一
点
・
帯

金
具
・
飾
履
一
対
・
馬
具
な
ど
）、
冑
一
点
、
短
甲
二
領
、
鉄
製
馬
具
な
ど

の
豊
富
な
出
土
品
が
残
さ
れ
て
い
る
（
図
２
―
８４
）。
副
葬
品
の
組
合
せ
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0 200m

古
相
の
遺
物

新
相
の
遺
物

最
新
相
の
遺
物

金銅透彫冠帽

亀甲繋文広帯式金銅冠

宝珠形立飾付狭帯式金銅冠 金環

長
型
垂
飾
付
耳
飾

短
型
垂
飾
付
耳
飾

横
矧
板
皮
綴
短
甲

鉄
素
環
鏡
板
付
轡

金銅帯金具

亀甲繋文金銅飾履

衝角付胃 横矧板鋲留短甲 竜文鉄地金銅張鏡板付轡

か
ら
み
て
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
二
〜
三
人
が
埋
葬

さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
江
田
船
山
古
墳
の
出
土
遺
物
に
は
稲

荷
山
古
墳
の
内
容
に
加
え
て
冠
帽
・
垂
飾
付
耳
飾
や
金
銅
製
飾
履
と
い
っ

た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
鉄
剣
銘
文
に
相
応
し
く
武
人
と
い
う
よ
り

は
文
人
的
な
色
彩
を
帯
び
る
。
一
方
で
、
多
く
の
優
秀
な
刀
剣
や
甲
冑
、

舶
載
品
と
思
わ
れ
る
馬
具
な
ど
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
地
域
の
支
配
者

と
し
て
は
武
人
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
な
お
か
つ
抜
き

ん
出
た
内
容
と
い
え
る
。

四
世
紀
後
半
に
は
東
北
南
部
か
ら
南
九
州
地
方
ま
で
が
前
方
後
円
墳
を

築
く
と
い
う
共
通
す
る
葬
制
を
採
用
し
、
様
々
な
技
術
や
文
化
を
携
え
た

人
々
が
列
島
を
往
来
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
驚
く
に
は

あ
た
ら
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
し
か

し
、
五
世
紀
の
段
階

で
中
部
九
州
や
北
関

東
か
ら
畿
内
へ
出
仕

し
て
い
た
な
ど
と
は

銘
文
な
ど
の
史
料
が

な
い
限
り
推
測
の
域

を
出
な
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
両
古
墳
の

史
料
は
、
五
世
紀
後

半
の
ヤ
マ
ト
政
権
と

地
方
豪
族
の
関
係
を

考
え
る
に
あ
た
っ
て

非
常
に
大
き
な
意
味

を
も
つ
。

お
お
と
ね
り

と
ね
り

「
大
舎
人
・
舎
人
・

し
し
ひ
と

べ

く
り
や
び
と

宍
人
部
・
厨
人
・

ふ
み
ひ
と
べ

ゆ

え

史

部
・
湯
人
」
な

ど
の
「
…
人
」
と
い

う
表
現
は
『
日
本
書

紀
』
雄
略
紀
に
集
中

図２―８３ 埼玉古墳群模式図
（篠川賢「鉄刀銘の世界」より）

図２―８４ 江田船山古墳の出土遺物図
（白石太一郎「江田船山古墳の被葬者像」『古墳の語る古代史』２０００より）
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的
に
み
ら
れ
る
と
い
う
。
元
来
は
中
国
の
制
度
で
、
倭
の
五
王
の
対
宋
外

交
を
通
じ
て
導
入
さ
れ
た
ら
し
い
。
近
年
で
は
こ
れ
を
「
人
制
」
と
呼
ん

で
「
部
民
制
」
に
先
行
す
る
支
配
形
態
と
位
置
づ
け
る
説
が
あ
る
（
吉
村

武
彦
「
倭
国
と
大
和
王
権
」『
岩
波
講
座

日
本
通
史
』
第
二
巻

古
代
一
、

一
九
九
三
）。

朝
鮮
半
島
で
の

倭
人
の
足
跡

前
記
し
た
よ
う
に
、
四
世
紀
後
半
以
降
、
我
が
国
は

中
国
王
朝
・
朝
鮮
半
島
と
積
極
的
に
関
係
を
も
っ

た
。
国
内
へ
流
入
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や
文
化
は
後
述
す
る
よ
う
に
文

献
や
考
古
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
朝
鮮
半
島
に
当
時
の
日

本
人
の
足
跡
は
た
ど
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

以
前
か
ら
、
日
本
の
古
墳
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
様
の
形

態
の
土
器
が
朝
鮮
半
島
南
東
部
の
釜
山
周
辺
か
ら
出
土
し
、
そ
の
中
の
小

型
品
が
そ
の
後
に
彼
の
地
で
使
用
さ
れ
る
主
要
な
器
種
の
祖
形
と
な
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
た
（
武
末
純
一
「
小
型
丸
底
坩
の
軌
跡
―
考
古
学
か
ら
見
た

日
朝
交
流
の
一
断
面
―
」『
古
文
化
談
叢
』
二
〇
下
、
一
九
八
九
）。
そ
の

後
、
韓
国
内
で
の
発
掘
調
査
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
土
器
の
み
で
な

く
、
四
世
紀
後
半
〜
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
我
が
国
で
多
く
出
土
す
る
各

種
碧
玉
製
品
（
腕
飾
類
・
鏃
形
・
紡
錘
車
形
）
や
青
銅
製
品
（
鏡
・
鏃
・
筒

と
も
え

形
銅
器
・
巴
形
銅
器
な
ど
）
が
古
墳
か
ら
相
次
い
で
発
見
さ
れ
る
に
い
た

り
、
当
時
の
活
発
な
交
流
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
（
図
２
―
８５
）。

こ
れ
ら
の
倭
系
考
古
資
料
は
い
ず
れ
も
古
墳
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
畿

内
を
発
信
地
と
す
る
点
で
、
北
部
九
州
と
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
弥
生
時

代
以
前
の
様
相
と
は
大
き
く
異
な
る
。
し
か
も
、
碧
玉
製
品
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
服
属
等
の
濃
密
な
関
係
の
下
で
下
賜
あ
る
い

は
配
布
し
た
と
い
わ
れ
る
極
め
て
政
治
的
性
格
の
濃
い
も
の
を
含
む
こ
と

か
ら
、
一
般
的
な
交
流
で
入
手
し
た
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
遺
物
が
海
を
渡
っ
た
契
機
に
は
ヤ
マ
ト
政
権
が
深
く
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
一
因
と
し
て
や
は
り
鉄
資
源
を
入
手
す
る

行
為
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
国
内
で
七
〇
点
ほ
ど
が
出
土
す
る
筒

形
銅
器
は
か
つ
て
純
粋
に
国
産
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
に
な
っ
て

図２―８５ 朝鮮半島出土の倭系考古史料
１・２筒形銅器 ３・１０巴形銅器 ４～６碧玉製鏃 ７～９銅
鏃（熊谷公男『大王から天皇へ』２００１より）
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0 30km

0m 

20m 

朝
鮮
半
島
南
東
部
で
七
〇
点
ほ
ど
が
集
中
的
に
出
土
し
て
起
源
論
争
が
起

こ
っ
て
い
る
（
申
敬
�
「
筒
形
銅
器
論
」『
福
岡
大
学
考
古
学
論
集
―
小
田
富

士
雄
先
生
退
職
記
念
―
』
二
〇
〇
四
）。

五
・
六
世
紀
代
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
倭
系
考
古
資
料
が
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
分
布
が
半
島
南
部
一
帯
に
拡
大
す
る
。
特
に
半
島
南
西
部
の
栄
山
江
流

域
で
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
前
方
後
円
形
の
古
墳
は
注
目
を
集
め
た
（
図

図２―８６ 朝鮮半島西南部（全羅南道）の前方後円形墳
（朴点秀「栄山江流域の古墳」より）

１霊光ウオルゲ古墳 ２咸平礼徳里新徳古墳 ３咸平長年里長鼓山古墳 ４咸平
馬山里杓山古墳 ５光州月桂洞１号墳 ６光州月桂洞２号墳 ７潭陽古城里月城
山１号墳 ８光州明花洞古墳 ９霊岩チャラボン古墳 １０海南龍頭里古墳 １１海
南方山里長鼓山古墳
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２
―
８６
）。
日
本
の
前
方
後
円
墳
の
起
源
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
五
世
紀
後
半
〜
六
世
紀
中
ご
ろ
に
造

ら
れ
た
も
の
と
判
明
し
て
起
源
説
は
成
立
し
な
く
な
っ
た
。
現
在
、
一
〇

基
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
、
中
に
は
円
筒
埴
輪
状
の
土
製
品
や
木
製
品
を
立
て

並
べ
た
も
の
も
存
在
す
る
な
ど
、
日
本
の
古
墳
と
の
関
連
性
は
間
違
い
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
も
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、『
日
本
書
紀
』
雄
略
二
十
三
年
（
四
七
九
）
に
百
済
の
三
斤
王
が
死

去
し
た
際
、
末
多
王
（
東
城
王
）
に
対
し
て
、

兵
器
を
賜
い
、
併
せ
て
筑
紫
国
の
軍
士
五
百
人
を
遣
し
て
、
国
（
百
済
）
に
衛
り
送

ら
し
む

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
し
て
百
済
に
渡
っ
た
九
州
の
首
長

ら
が
百
済
王
権
に
仕
え
、
帰
国
せ
ず
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
（
朴
天
秀
「
栄
山
江
流
域
の
古
墳
」『
東
ア
ジ
ア

と
日
本
の
考
古
学
１

墓
制
①
』
二
〇
〇
一
）。

横
穴
系
埋
葬

部
の
出
現

朝
鮮
半
島
と
の
接
触
の
中
で
我
が
国
の
古
墳
文
化
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
の
一
つ
は
横
穴
式
石
室
と
い

う
埋
葬
形
態
で
あ
る
。
竪
穴
系
の
埋
葬
部
が
基
本
的
に
一
人
を
葬
る
た
め

の
施
設
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
横
穴
系
の
埋
葬
部
は
当
初
か
ら
複
数
の

人
を
葬
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
個
人
の
墓
か
ら
家
族
の
墓
へ
と
そ
の

性
格
が
変
質
す
る
の
で
あ
る
。

我
が
国
で
も
っ
と
も
古
い
横
穴
式
石
室
は
佐
賀
県
谷
口
古
墳
、
福
岡
市

す
き
ざ
き

ろ
う

じ

鋤
崎
古
墳
・
老
司
古
墳
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
地
域
を
代
表
す
る
四
世

紀
後
半
〜
末
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
で
、
こ
の
種
の
埋
葬
部
は
ま
ず
朝

鮮
半
島
に
近
い
玄
界
灘
沿
岸
部
の
先
進
的
な
有
力
首
長
墓
に
採
用
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
我
が
国
で
創
造
し
た
も
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
半

島
に
起
源
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

鋤
崎
古
墳
の
場
合
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
（
図
２
―
８７
）。
古
墳
は
全

長
六
二
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
、
玄
界
灘
に
近
い
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。
横

穴
式
石
室
は
後
円
部
中
央
に
あ
っ
て
前
方
部
に
入
口
を
向
け
て
い
る
。
石

室
内
部
は
幅
二
・
四
五
〜
二
・
七
㍍
、
長
さ
三
・
四
㍍
、
高
さ
二
・
一
㍍

の
規
模
を
も
ち
、
入
口
部
は
玄
室
床
面
よ
り
も
〇
・
五
㍍
高
い
位
置
に

せ
ん
ど
う

あ
っ
て
、
幅
〇
・
五
㍍
、
長
さ
〇
・
七
㍍
の
短
い
羨
道
部
を
構
成
す
る

ぼ

ど
う

が
、
そ
の
両
側
壁
も
板
石
積
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
至
る
墓
道
も
短

く
、
か
つ
一
・
三
㍍
ほ
ど
の
段
と
な
る
。
玄
室
内
に
は
奥
壁
に
沿
っ
て
天

井
石
の
な
い
石
棺
を
置
き
、
右
側
壁
に
沿
っ
て
陶
製
の
や
は
り
天
井
の
な

い
箱
形
棺
、
そ
し
て
中
央
付
近
に
は
木
棺
が
置
か
れ
て
い
た
と
復
元
さ
れ

て
い
る
（
福
岡
市
教
委
「
鋤
崎
古
墳
」『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』

第
一
一
二
集
、
一
九
八
四
）。

こ
の
よ
う
に
、
初
期
の
横
穴
式
石
室
は
い
ず
れ
も
竪
穴
式
石
室
に
使
用
さ

れ
る
と
同
じ
扁
平
な
石
材
を
長
方
形
に
積
み
上
げ
、
そ
の
短
辺
に
入
口
と
な

る
短
い
羨
道
を
付
す
。
や
が
て
、
羨
道
と
の
境
に
板
石
を
立
て
、
石
材
が
大

型
化
し
、
六
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
に
は
前
室
と
呼
ば
れ
る
部
屋
が
造
ら
れ
て
北

部
九
州
独
自
の
複
室
構
造
と
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

な
お
、
熊
本
県
を
中
心
と
す
る
地
域
で
は
、
床
面
が
正
方
形
と
な
り
、
四
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図２―８７ 福岡市鋤崎古墳
（福岡市教委「鋤崎古墳」より）
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き
ゅ
う
り
ゅ
う

せ
き

壁
の
持
ち
送
り
が
著
し
い
穹

窿
天
井
を
も
ち
、
玄
室
に
板
石
を
用
い
た
石

し
ょ
う

し

し
ょ
う

障
・
屍
床
を
配
す
る
タ
イ
プ
が
発
達
し
て
肥
後
形
石
室
と
呼
ば
れ
て
い
る

（
図
２
―
１１６
・
２
）。
ま
た
、
畿
内
地
方
な
ど
で
は
長
方
形
の
玄
室
に
長
い
羨

道
が
付
く
タ
イ
プ
の
石
室
が
一
般
的
で
畿
内
形
石
室
と
呼
ば
れ
、
六
世
紀
以

降
に
影
響
力
を
強
め
て
広
く
普
及
す
る
。

先
の
首
長
墓
に
使
用
さ
れ
た
初
期
の
横
穴
式
石
室
が
大
型
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
一
般
的
に
幅
が
一
・
四
㍍
以
下
の
長
方
形
を
呈
し
、
天
井
石
を
配
す

る
羨
道
部
を
も
た
な
い
も
の
を
竪
穴
系
横
口
式
石
室
と
呼
ん
で
い
る
（
図
２

―
１１４
右
）。
主
と
し
て
五
世
紀
代
の
北
部
九
州
で
普
及
す
る
。
老
司
古
墳

で
は
中
心
部
に
大
型
の
初
期
横
穴
式
石
室
が
、
そ
の
周
辺
に
二
基
、
前
方

部
に
一
基
置
か
れ
た
竪
穴
系
横
口
式
石
室
は
い
ず
れ
も
配
置
・
規
模
・
副

葬
品
の
内
容
か
ら
み
て
従
属
的
な
位
置
に
あ
る
。
一
般
的
に
前
方
後
円
墳

や
大
型
円
墳
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
中
小
の
円
墳
に
多
く
採
用
さ

れ
、
出
現
時
の
性
格
を
長
く
継
承
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
種
の
石
室
は
愛
知
県
以
西
に
点
在
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
首
長

と
北
部
九
州
と
の
首
長
と
の
間
に
強
い
関
連
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
柳

沢
一
男
「
古
墳
の
変
質
」『
古
代
を
考
え
る

古
墳
』
一
九
八
九
）。

今
ひ
と
つ
、
初
期
の
横
穴
系
の
主
体
部
に
横
口
式
家
形
石
棺
（
図
２
―

１１６
・
１
）・
石
棺
式
石
室
が
あ
る
。
久
留
米
市
浦
山
古
墳
や
広
川
町
石
人

ち
ょ
っ

こ

も
ん

山
古
墳
の
家
形
石
棺
は
直
弧
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
著
名
で
あ
る

が
、
石
棺
の
小
口
に
方
形
の
入
口
が
開
け
ら
れ
る
と
い
う
特
異
な
形
態
を

も
つ
。
本
来
、
石
棺
は
蓋
石
で
閉
塞
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
側
面

を
塞
ぐ
と
い
う
点
で
、
い
ち
早
く
横
穴
式
石
室
を
採
用
し
た
北
部
九
州
の

人
々
が
竪
穴
系
横
口
式
石
室
を
創
出
し
た
と
同
じ
よ
う
に
石
棺
を
改
造
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
覆
い
屋
的
な
小
さ
な
横
穴
式
石
室
に
納
め
ら

れ
て
い
る
が
、
先
の
熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
の
よ
う
に
石
棺
を
そ
の
ま
ま

埋
置
し
て
そ
の
前
面
に
石
組
み
を
行
っ
て
入
口
を
構
成
す
る
例
も
知
ら

れ
、
石
棺
式
石
室
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
加
工
の
容
易
な
阿
蘇
熔

結
凝
灰
岩
を
産
出
す
る
福
岡
県
南
部
か
ら
熊
本
県
を
中
心
に
分
布
し
、
五

世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
特
色
あ
る
文
化
圏
を
形
成
し
た
。

新
し
い
技
術

の

導

入

四
世
紀
後
半
の
朝
鮮
半
島
と
の
交
渉
を
物
語
る
国
内
の

考
古
資
料
を
見
て
み
よ
う
。
か
つ
て
小
林
行
雄
は
、
石

か
わ
と
じ

材
の
加
工
技
術
の
革
新
に
伴
う
刳
抜
式
石
棺
の
出
現
、
長
方
板
革
綴
と
い

あ
か
べ
よ
ろ
い

う
新
し
い
型
式
に
統
一
さ
れ
た
短
甲
や
セ
ッ
ト
と
な
る
頸

鎧
・
肩
鎧
の

出
現
に
み
ら
れ
る
鉄
工
技
術
の
進
歩
、
玉
類
を
両
面
か
ら
穿
孔
す
る
攻
玉

技
術
や
玉
石
材
の
多
様
化
な
ど
を
朝
鮮
半
島
か
ら
学
ん
だ
数
々
の
新
し
い

技
術
の
一
部
で
あ
る
と
指
摘
し
た
（「
神
功
・
応
神
紀
の
時
代
」『
朝
鮮
学

報
』
三
六
、
一
九
六
五
）。

続
く
五
世
紀
前
半
も
鉄
製
品
の
原
料
と
目
さ
れ
る
板
状
鉄
板
の
鉄
�
の

び
ょ
う
ど
め

く
つ
わ

あ
ぶ
み

移
入
、
よ
り
新
し
い
形
式
の
鋲
留
短
甲
へ
の
統
一
、
轡
や
鐙
と
い
っ
た

馬
具
の
普
及
、
農
具
の
形
態
変
化
、
登
窯
で
焼
成
す
る
新
し
い
焼
き
物
で

あ
る
須
恵
器
の
受
容
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
技
術
導
入
が
図
ら
れ
、

定
着
し
た
時
期
で
あ
る
。
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0 1 2m

鉄
の
時
代

弥
生
時
代
墳
墓
と
古
墳
の
大
き
な
相
違
点
の
一
つ

に
鉄
製
品
の
大
量
副
葬
が
あ
る
こ
と
は
前
に
も
記

し
た
。
弥
生
時
代
最
大
規
模
の
岡
山
県
楯
築
遺
跡
の
鉄
製
品
は
剣
一

点
の
み
で
あ
り
、
京
都
府
大
風
呂
遺
跡
で
は
弥
生
時
代
の
墳
墓
と
し

て
最
多
の
鉄
剣
一
一
本
を
出
土
し
た
。
し
か
し
、
先
の
奈
良
県
ホ
ケ

ノ
山
古
墳
の
ほ
か
、
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳
で
は
太
刀
七
点
以

上
、
剣
約
一
〇
点
、
槍
七
点
、
鉄
鏃
二
〇
〇
点
、
銅
鏃
一
四
点
、
農

工
具
の
鎌
・
斧
・
刀
子
等
六
〇
点
以
上
、
漁
具
十
数
点
な
ど
が
あ
っ

て
、
そ
の
差
に
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
阪
府
古
市

や

ち
ゅ
う

古
墳
群
中
の
一
辺
四
五
㍍
の
方
墳
で
あ
る
野
中
ア
リ
山
古
墳
で

は
、
第
一
主
体
部
か
ら
鉄
矛
四
三
点
・
鉄
鏃
七
〇
点
・
農
工
具

（
鎌
・
鍬
・
斧
な
ど
）
二
一
点
、
第
二
主
体
部
か
ら
は
太
刀
七
七
点
・

剣
八
点
・
鏃
一
五
四
二
点
・
矛
八
点
・
農
工
具
（
同
）
六
〇
〇
点
余

（
藤
原
幹
他
「
河
内
に
お
け
る
古
墳
の
調
査
」『
大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究

室
研
究
報
告
』
第
一
冊
、
一
九
六
四
）
が
、
同
じ
く
一
辺
二
八
㍍
の
野
中

古
墳
で
は
勾
玉
を
含
む
玉
類
の
他
に
短
甲
一
一
領
・
冑
一
一
点
、
太
刀
一

五
三
点
・
剣
一
六
点
・
矛
三
点
・
鏃
約
三
〇
〇
点
・
農
工
具
（
同
）
一
〇

〇
点
余
の
大
量
の
鉄
器
が
出
土
し
た
（
図
２
―
８８
、
北
野
耕
平
「
河
内
野

中
古
墳
の
研
究
」『
大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
研
究
報
告
』
第
二
冊
、
一ばい

九
七
六
）。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
い
ず
れ
も
大
王
墳
の
近
傍
に
位
置
す
る
陪

ち
ょ
う
塚
と
呼
ば
れ
る
小
古
墳
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
畿
内
中
枢
の
前
期
の
有

力
古
墳
や
、
中
期
の
地
方
の
大
古
墳
を
も
優
に
凌
駕
す
る
も
の
で
、
五
世

紀
前
半
ご
ろ
の
ヤ
マ
ト
政
権
の
豊
富
な
鉄
製
品
保
有
の
一
端
を
窺
わ
せ
て

い
る
。
特
に
武
器
・
武
具
類
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
倭
の
五
王
の

上
表
文
に
あ
る
、

昔
か
ら
祖
禰
（
父
祖
）
が
み
ず
か
ら
甲
冑
を
き
て
、
山
川
を
跋
渉
（
山
を
こ
え
水
を

わ
た
る
）
し
、
ほ
っ
と
す
る
ひ
ま
さ
え
な
か
っ
た
。
東
は
毛
人
（
蝦
夷
・
ア
イ
ヌ
）

を
征
す
る
こ
と
五
十
五
国
、
西
は
衆
夷
（
熊
襲
・
隼
人
な
ど
）
を
服
す
る
こ
と
六
十

六
国
、
渡
っ
て
海
北
を
平
ら
げ
る
こ
と
九
十
五
国
。
王
道
は
と
け
あ
い
や
す
ら
か
（
む

つ
ま
じ
く
平
安
）
で
あ
っ
て
、
土
を
ひ
ら
き
畿
（
王
城
中
心
に
四
方
五
百
里
）
を
は

る
か
に
し
た
。（
石
原
道
博
『
新
訂
魏
志
倭
人
伝
他
三
篇
―
中
国
正
史
日
本
伝
―
（
一
）

図２―８８ 大阪府野中古墳の遺物出土状態
（北野耕平「河内野中古墳の研究」より）
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―
』
一
九
七
六
）

を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
三
・
四
世
紀
代
に
呪
術
的
、
司
祭
者
的

で
あ
っ
た
王
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
明
ら
か
に
武
力
で
支
配
す
る
王
へ
と
変

質
し
、
そ
の
背
景
に
は
豊
富
な
鉄
の
保
有
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
段

階
で
も
ま
だ
鉄
の
国
産
化
は
な
し
え
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
原
材
料
は
な

お
朝
鮮
半
島
に
依
存
し
て
い
た
。
倭
の
五
王
が
半
島
で
の
軍
事
支
配
権
に

拘
泥
し
た
理
由
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

黄
金
の
時
代

四
世
紀
後
半
の
奈
良
県
新
山
古
墳
か
ら
中
国
製
と
さ
れ

る
我
が
国
最
古
の
金
銅
製
帯
金
具
（
ベ
ル
ト
の
装
飾
金

具
）
が
出
土
し
て
い
る
が
、
五
世
紀
以
降
、
黄
金
の
輝
き
を
も
つ
古
墳
出

土
品
が
頻
出
す
る
。
未
盗
掘
で
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
た
奈
良
県
藤
ノ
木
古

墳
の
石
棺
内
の
ま
ば
ゆ
い
金
色
に
誰
も
が
驚
か
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し

い
。
当
時
の
日
本
は
金
を
産
出
し
て
お
ら
ず
、
多
く
は
銅
板
に
金
メ
ッ
キ

を
施
し
た
金
銅
製
品
で
あ
る
。
初
期
の
製
品
は
中
国
・
朝
鮮
半
島
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
が
、
ま
も
な
く
国
産
化
さ
れ
て
各
地
・
各
階
層
に
普
及
す

る
。
も
っ
と
も
一
般
的
な
も
の
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
円

形
の
耳
環
で
あ
る
。

金
銅
製
品
に
は
首
長
の
身
を
飾
る
装
飾
品
、
武
器
・
武
具
及
び
そ
の
付

属
的
な
も
の
、
そ
し
て
馬
具
な
ど
が
あ
る
。

装

飾

品

す
い
し
ょ
く
つ
き

首
長
自
身
を
飾
る
も
の
に
冠
や
垂
飾
付
耳
飾
り
、
帯

く
つ

し
ょ
く

り

金
具
・
沓
（
飾
履
）
な
ど
が
あ
る
（
図
２
―
８９
）
が
、
こ
れ
ら
は
帯
金
具

と
冠
・
耳
飾
・
沓
な
ど
の
二
つ
の
群
に
分
け
ら
れ
る
。
帯
金
具
は
主
と
し

て
五
世
紀
代
に
使
用
さ
れ
、
六
世
紀
の
初
め
ご
ろ
に
は
な
く
な
る
。
出
土

状
態
の
確
実
な
例
で
は
短
甲
の
腰
の
部
分
に
巻
き
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

ま
び
さ
し
つ
き
か
ぶ
と

が
多
い
。
こ
の
帯
金
具
と
ほ
ぼ
消
長
を
と
も
に
す
る
武
具
に
眉
庇
付

冑

が
あ
る
。
五
世
紀
前
半
に
出
現
す
る
形
式
で
、
そ
の
特
徴
は
帽
子
の
つ
ば

の
よ
う
な
眉
庇
に
扇
形
・
三
角
形
・
長
方
形
な
ど
の
透
か
し
を
配
し
、
頂

部
に
受
鉢
・
管
・
伏
鉢
と
い
っ
た
付
属
具
を
も
ち
、
一
部
に
金
銅
板
を
用

し
ょ
う
か
く
つ
き
か
ぶ
と

い
る
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
一
般
的
な
鉄
製
衝
角
付
冑
と
は
異
な
っ
て
非

常
に
装
飾
性
に
富
ん
で
い
る
。
金
色
に
輝
く
帯
金
具
付
の
短
甲
を
着
装

し
、
装
飾
豊
か
な
眉
庇
付
冑
を
か
ぶ
っ
た
五
世
紀
代
の
支
配
者
像
に
は
、

自
ら
先
頭
に
立
っ
て
戦
っ
た
武
人
―
英
雄
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が

あ
る
（
小
野
山
節
「
帯
金
具
か
ら
冠
へ
」『
古
墳
と
国
家
の
成
り
立
ち
』
古
代

史
発
掘

六
、
一
九
七
五
）。

奈
良
県
新
沢
一
二
六
号
墳
は
五
世
紀
中
葉
に
造
ら
れ
た
二
二
×
一
六
㍍

の
小
型
の
方
墳
で
あ
る
が
、
割
竹
形
木
棺
に
復
元
さ
れ
る
主
体
部
か
ら
想

像
を
超
え
る
副
葬
遺
物
が
出
土
し
た
。
頭
部
の
位
置
に
は
金
銅
板
を
打
ち

抜
い
て
竜
文
を
表
し
た
八
�
四
方
ほ
ど
の
飾
り
板
が
あ
っ
て
、
そ
の
四
周

ほ

よ
う

に
は
歩
揺
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
飾
り
金
具
が
綴
じ
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
冠

前
面
の
装
飾
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
頭
髪
は
金
線
を
螺
旋
状
に
細
工
し

た
金
具
で
留
め
て
い
た
ら
し
く
、
耳
の
位
置
に
は
垂
飾
付
耳
飾
り
と
呼
ば

れ
る
複
雑
に
細
工
さ
れ
た
長
さ
二
一
�
の
金
製
品
が
左
右
に
あ
っ
た
。
首

う
つ
ろ
だ
ま

や
腕
に
は
中
空
と
な
る
金
・
銀
製
の
空
玉
や
金
箔
入
り
の
丸
玉
と
い
っ

た
舶
載
品
や
硬
玉
・
ガ
ラ
ス
製
の
国
産
の
玉
類
を
連
ね
て
お
り
、
左
腕
に
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金銅製冠帽

垂飾付耳飾

金銅製沓

耳環

4

5

金銅製魚佩

金銅製　帯金具

0 5cm

金
・
銀
製
の
腕
輪
、
右
腕
に
銀
製
の
腕
輪
、
指
に
も
金
細
工
の
指
輪
五

個
、
銀
製
指
輪
三
個
が
装
着
さ
れ
て
い
た
。
腰
に
は
透
か
し
彫
り
の
金
銅

製
帯
金
具
を
バ
ン
ド
に
取
り
付
け
、
更
に
衣
服
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
歩
揺
や
ガ
ラ
ス
玉
が
棺
内
に
散
乱
し
て
い
た
。
加
え
て
、

頭
部
付
近
に
は
遥
か
西
ア
ジ
ア
で
作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
容
器
・

皿
ま
で
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
装
飾
品
の
多
く
は
中
国
北
方
や

高
句
麗
・
新
羅
・
百
済
と
い
っ
た
朝
鮮
半
島
に
起
源
す
る
と
見
ら
れ
て
い

て
、
古
墳
の
被
葬
者
は
対
外
交
渉
に
深
く
関
わ
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
副
葬
品
と
し
て
鉄

刀
二
口
、
ア
イ
ロ
ン
の
よ
う
な
使
用
法
が
考
え
ら
れ

の

し

て
い
る
熨
斗
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
通
常
の

古
墳
に
見
ら
れ
る
多
く
の
武
器
・
武
具
を
欠
き
、
古

墳
の
規
模
も
小
さ
い
な
ど
か
ら
有
力
首
長
の
婦
人
な

ど
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
帯
金

具
の
特
殊
な
出
土
例
で
あ
る
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古

学
研
究
所
附
属
博
物
館
『
大
和
出
土
の
国
宝
・
重
要
文

化
財
』
一
九
八
〇
）。

一
方
、
六
世
紀
の
支
配
者
は
冠
・
垂
飾
付
耳
飾
り

と
沓
に
代
表
さ
れ
、
武
人
的
な
躍
動
感
は
な
く
、
官

僚
的
な
姿
を
思
わ
せ
る
。
冠
は
初
期
の
も
の
と
し
て

京
都
府
大
塚
山
古
墳
で
鉄
製
の
例
が
復
元
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
時
期
の
も
の
は
ま
だ
非
常
に
ま
れ
で
、

金
銅
製
品
は
認
め
ら
れ
な
い
。
金
銅
製
の
冠
・
耳
飾
り
が
現
れ
る
の
は
五

世
紀
末
の
こ
ろ
で
、
六
世
紀
初
め
に
帯
金
具
な
ど
に
取
っ
て
代
わ
る
。
代

表
的
な
例
は
熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
（
図
２
―
８４
）
や
滋
賀
県
鴨
稲
荷
山

古
墳
、
奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
な
ど
で
あ
る
。
江
田
船
山
古
墳
は
三
つ
の
時

期
の
遺
物
が
含
ま
れ
、
藤
ノ
木
古
墳
で
は
一
つ
の
石
棺
中
に
二
体
が
埋
葬

さ
れ
て
い
た
た
め
、
個
別
の
遺
物
に
つ
い
て
の
帰
属
が
は
っ
き
り
し
な
い

よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鴨
稲
荷
山
古
墳
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

図２―８９ 金銅製の装身具
（小林行雄『日本考古学概説』１９５１より、一部改変）
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辻金具
手綱

雲珠

杏葉

尻繋

障泥

鐙
馬鐸

胸繋
鏡板

引手

面繋
鞍

おもがい

つじかなぐ

うず

しりがい

ぎょうよう

あおり

たづな

くら

ひきて

かがみいた

ばたく

むながい

あぶみ

こ
の
古
墳
は
全
長
五
〇
㍍
ほ
ど
の
前
方
後
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
横

穴
式
石
室
に
家
形
石
棺
が
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
古
く
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）
に
石
棺
が
開
け
ら
れ
て
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
石
棺
内
で

は
頭
部
付
近
に
金
銅
製
の
冠
、
金
製
耳
飾
り
、
足
の
付
近
に
金
銅
製
沓
、

そ
う
ぎ
ょ
は
い

そ
し
て
金
銀
装
の
双
龍
環
頭
太
刀
や
鹿
角
装
太
刀
、
金
銅
製
双
魚
佩
、

種
々
の
飾
り
金
具
・
鏡
・
武
器
な
ど
が
、
棺
外
か
ら
は
金
銅
製
の
各
種
馬

具
、
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
た
。
頭
か
ら
つ
ま
先
ま
で
金
色
に
輝
く
各
種

の
装
飾
品
で
飾
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
浜
田
耕
作
ほ
か
「
近
江
国
高
島

郡
水
尾
村
鴨
の
古
墳
」『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
』
八
、
一

九
二
三
）

馬

具

江
上
波
夫
が
騎
馬
民
族
征
服
王
朝
説
で
大
き
な
根
拠
と

し
た
も
の
が
馬
具
と
そ
の
背
景
に
あ
る
乗
馬
の
風
習
で
あ
る
。
我
が
国
で

は
ま
ず
四
世
紀
末
な
い
し
五
世
紀
初
め
の
こ
ろ
、
福
岡
市
老
司
古
墳
三
号

石
室
（
福
岡
市
教
委
「
老
司
古
墳
」『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第

二
〇
九
集
、
一
九
八
九
）
や
甘
木
市
池
の
上
墳
墓
群
六
号
墳
（
甘
木
市
教
委

「
池
の
上
墳
墓
墳
群
」『
甘
木
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
五
集
、
一
九
七

九
）
な
ど
で
針
金
を
撚
っ
た
よ
う
な
形
の
長
さ
一
五
〜
二
〇
�
ほ
ど
の
初

ひ
ょ
う

期
の
馬
具
が
出
土
し
て
い
る
。
馬
の
口
に
咬
ま
せ
て
両
端
を
�
と
呼
ば
れ

は
み

る
留
め
具
で
固
定
し
、
そ
こ
に
引
手
を
繋
い
で
馬
を
操
る
銜
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
あ
る
。

か
が
み
い
た

く
つ
わ

五
世
紀
前
半
に
な
る
と
銜
・
鏡
板
・
引
手
を
一
体
化
し
た
轡
、
鞍
・

あ
ぶ
み
鐙
と
い
っ
た
種
類
が
畿
内
な
ど
の
一
部
に
現
れ
る
。
前
代
と
異
な
っ
て
北

部
九
州
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
移
入
が
ヤ
マ
ト
政
権
中
枢
の
手
に

よ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
鏡
板
・
鞍
金
具
と
い
っ
た
本
来
的
に
装
飾
性
を

も
つ
も
の
は
精
巧
な
金
銅
製
品
で
舶
載
品
と
考
え
ら
れ
、
王
権
の
国
際

性
、
有
力
首
長
の
勢
威
を
示
す
も
の
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

初
期
の
鐙
は
騎
乗
の
際
の
足
掛
か
り
と
し
て
考
案
さ
れ
た
た
め
に
、
馬

の
左
側
だ
け
に
吊
る
さ
れ
た
と
い
う
が
、
日
本
で
は
一
般
的
に
二
個
一
対

の
鐙
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
四
世
紀
末
と
さ
れ
る
宗
像
市
久
原
Ⅰ

―
一
号
墳
で
は
竪
穴
式
石
室
の
外
か
ら
鉄
製
輪
鐙
が
一
点
だ
け
出
土
し
て

い
て
、
初
期
の
鐙
の
姿
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
（
原
俊
一
「
出
土

遺
物
か
ら
み
た
宗
像
の
特
色
」『
宗
像
市
史

通
史
編
』
第
一
巻

自
然
考

古
、
一
九
九
七
）。
こ
の
時
期
の
鐙
は
木
を
曲
げ
て
輪
を
作
り
、
要
所
又

は
全
体
を
鉄
板
で
補

強
し
た
木
心
鉄
張
輪

鐙
で
あ
る
。

五
世
紀
中
ご
ろ
は

日
本
国
内
に
馬
具
が

一
気
に
普
及
す
る
時

期
で
、
ｆ
字
形
鏡
板

付
轡
・
楕
円
形
鏡
板

ぎ
ょ
う

付
轡
と
剣
菱
形

杏

よ
う葉

が
特
徴
と
な
る
。

杏
葉
は
馬
の
胸
や
尻

図２―９０ 馬具の名称
（小野山節「馬具と乗馬の風習」『世界考古
学大系』第３巻、１９５９より、一部改変）
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帯金具

馬具

甲冑
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38

の
革
紐
に
ぶ
ら
下
げ
て
飾
る
も
の
で
、
こ
の
時
期
に
初
め
て
現
れ
、
飾
り

馬
の
形
式
が
整
う
。
こ
の
こ
ろ
に
は
金
銅
製
品
だ
け
で
な
く
鉄
製
の
同
じ

よ
う
な
形
状
の
馬
具
も
作
ら
れ
て
い
る
。
金
銅
製
品
の
生
産
が
追
い
付
か

な
い
と
い
う
状
況
も
想
像
さ
れ
る
が
、
よ
り
実
用
的
な
鉄
製
品
が
広
く
普

及
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
六
世
紀
前
半
に
鉄
棒
を
円
形
に

曲
げ
て
作
っ
た
簡
便
な
形
状
の
鏡
板
が
新
た
に
移
入
さ
れ
る
と
、
そ
の
普

及
は
更
に
広
く
行
き
渡
る
こ
と
と
な
る
（
小
野
山
節
「
古
墳
時
代
の
馬
具
」

『
日
本
馬
具
大
鑑
Ⅰ

古
代
上
』
一
九
九
二
）。

四

社
会
構
造
の
変
革

磐
井
の
乱

継
体
天
皇
二
十
一
年
（
五
二
七
）、
古
代
最
大
の
内
乱

と
い
わ
れ
る
筑
紫
君
磐
井
の
乱
が
勃
発
す
る
。
年
代
にか

つ
い
て
は
五
三
〇
年
と
み
る
考
え
も
あ
る
。
当
時
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
加

や

み
ま

な

耶
地
域
（
日
本
で
は
任
那
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
）
を
め
ぐ
っ
て
、
新
羅
と
倭

は
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
新
羅
に
滅
ぼ
さ
れ

と
く

こ

と
ん

た
南
加
羅
（
加
耶
）・
�
己
呑
を
復
興
さ
せ
る
た
め
に
近
江
毛
野
臣
が
六

万
の
兵
を
率
い
て
出
兵
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
新
羅
の
要
請
を
受
け
た
磐

井
は
こ
れ
を
阻
止
し
、
筑
（
筑
前
・
筑
後
）
・
火
（
肥
前
・
肥
後
）
・
豊
（
豊

前
・
豊
後
）
の
勢
力
と
と
も
に
一
年
以
上
の
間
、
戦
闘
を
行
っ
た
。
結
果
、

も
の
の
べ
の
あ
ら

か

ひ

く
ず

こ

か
す
や
の
み
や

磐
井
は
物
部
麁
鹿
火
大
連
と
戦
っ
て
敗
死
し
、
そ
の
子
�
子
は
糟
屋
屯

け倉
を
献
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
赦
さ
れ
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
下
っ
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

図２―９１ 帯金具・馬具・甲冑の変遷
６～８・１２～１５鏡板、９・１０・１７鐙、１１・１２・１８・１９鞍金具、２２～２５・２７・２９・３１衝角付冑、

２６・２８・３０眉庇付冑、３２～３６各種皮綴短甲、３８・３９・４１・４２各種鉄留短甲、４０桂甲
（高橋克寿「５世紀の技術革新」『王者の武装―５世紀の金工技術―』１９９７より、一部改変）
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